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（概要） 

本研究では、半閉鎖性湖沼の湖水中粒子態有機物の動態を理解するため、石川県小松市に位置す

る木場潟を対象に、湖水中懸濁態有機物の特徴を放射性炭素を測定し検討した。その結果、2018 年

と 2019 年の春から秋にかけてD14C 値は高く、冬季には低くなる明瞭な季節変動を示した。懸濁態

有機物濃度との正の相関性が認められることから、湖内生産が主な変動要因と考えられる。 
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１．目的 

懸濁態有機物は複雑な有機物の複合体であり、特性を把握するためには様々な項目を分析する必要があ

る。本研究で着目する炭素安定同位体比と放射性炭素は、有機物のバルクの特徴とともに時間軸を組み込む

ことが可能であり、有機物の有効なトレーサーとして利用することができる（Raymond and Bauer, 2001, 
Nagao et al., 2005, 2010, 2020, Zigah et. al., 2012, 長尾ら, 2020）。湖沼環境の水環境問題は、地球規模で

の環境問題の 1 つとして位置づけられ、水深が浅く閉鎖的な水環境の有機汚濁が進行していることが報告

されている。本研究では、平均水深が 2.0m と浅く、洪水被害や周辺の潟の埋め立てによる可動式のゲート

の設置により半閉鎖的な環境を呈している木場潟を対象に検討を進める。木場潟は河水中のCOD 濃度が環

境基準値を超過しているが、市民の憩いの場、周辺の水田の水資源として利用されている。木場潟の有機汚

濁の実態把握は喫急な環境問題であるため、木場潟水環境における有機物の動態を放射性炭素により検討

した。 
 

２．方法 

平成 30 年 1 月から令和元年 8 月まで月 1 回の調査を

木場潟中央部（KB3）と木場潟に流入する日用川（KBH）

で実施した。観測点は図 1に示した。木場潟では調査船

からバケツで表層水 60Ｌを採取、日用川では橋の上から

流心で河川水 60Ｌを採取した。湖水と河川水の水質は多

項目水質計（東亜DKK WQC-24）により測定した。採

取した水試料は、連続遠心機（コクサンHR-2000B）によ

り連続遠心を行い懸濁粒子を分離し捕集した。真空凍結

乾燥後に重量を測定し、懸濁粒子濃度を見積もった。懸

濁粒子はメノウ乳鉢で粉砕して粉末試料とした。 
 湖水と河川水懸濁粒子中有機物の C-14/C-12 の測定

は、1M 塩酸で懸濁粒子の炭酸塩の除去を行った試料に

ついて、日本原子力研究開発機構青森研究開発センター

むつ事務所の加速器質量分析計により行った。測定した

値は∆14C = ((pMC/100)−1) x 1000)として表した。また、

C-13/C-12 の測定は、質量分析計により行い、d13C 値と

して表した。湖水と河川懸濁粒子の有機炭素含量、全窒

素含量は元素分析計により測定した。 

 

 

図 1 木場潟の採取地点 
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３．結果及び考察 

図 2 には今回の測定とともに 2017 年度の JAEA 施

設共同利用で測定した結果もあわせて木場潟湖水と

日用川河川水中の懸濁態有機物のD14C値を示した。木

場潟湖水懸濁態有機物のD14C 値は、2018 年 1 月の-

196‰から8月の-48.6‰まで増加し、10月以降に2019

年 1 月の-152‰まで減少した。さらに、それ以降は

徐々に増加し、7月には最大値—43.5‰を示した。4月

から10月、あるいは8月までのD14C 値の平均値と標

準偏差を求めると、2018年は-46 ± 9‰、2019年は

-56 ± 8‰と平均値は高く、変動幅が小さい。また、

D14C値と懸濁態有機物濃度（mgC/L）には相関係数0.74

の正の相関関係が存在した。これは、春から秋にかけ

て、植物プランクトンの生産量が継続して高く、新し

く形成される有機物の供給によるものと考えられる。一方、木場潟に流入する日用川では、D14C値は-103‰

から−42.6‰の変動幅を示し、木場潟湖水とは異なる変動傾向を示した。以上の結果は、木場潟中央部での

懸濁態有機物のD14C値は木場潟の湖内生産の影響により支配されていることを示している。 
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図 2 木場潟湖水(KB3:●)と流入河川水（KBH:
○）中懸濁態有機物のD14C 値 


